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特定健診が始まります特定健診が始まります

法律相談などで多い事例とそのアドバイス
法律相談コラム

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

☎995-6215八幡
☎994-5500八條

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
図
書
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

「
奈な

落ら
く

」

古ふ
る

市い
ち

憲の
り

寿と
し　
著

「
金き

ん

太た

郎ろ
う

飴あ
め

」

磯い
そ

崎ざ
き

憲け
ん

一い
ち

郎ろ
う　
著

「
マ
マ
」

神か
み

津づ

凛り
ん

子こ　
著

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ズ
」

堂ど
う

場ば

瞬し
ゅ
ん

一い
ち　
著

「
山さ

ん

岳が
く

捜そ
う

査さ

」

笹さ
さ

本も
と

稜り
ょ
う

平へ
い　
著

「
最さ

い

高こ
う

の
任に

ん

務む

」

乗の

代し
ろ

雄ゆ
う

介す
け　
著

■
児
童
書

『「
走は

し

る
図と

書し
ょ

館か
ん

」
が
生う

ま
れ
た
日ひ

』

シ
ャ
ー
リ
ー
・
グ
レ
ン　
作

渋し
ぶ

谷や

弘ひ
ろ

子こ　
訳

「
地ち

図ず

で
見み

る
日に

本ほ
ん

の
地じ

震し
ん

」

山や
ま

川か
わ

徹と
お
る　
文　
寒さ

ん

川が
わ

旭あ
き
ら　
監
修

「
た
ま
ご
の
図ず

鑑か
ん

」

大お
お

木き

邦く
に

彦ひ
こ

文
・
構
成　
今い

ま

泉い
ず
み

忠た
だ

明あ
き

監
修

「
や
き
い
も
と
お
に
ぎ
り
」

み
や
に
し
た
つ
や　
作
・
絵

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ウ
ォ
ー
ズ
」

エ
リ
ス
・
ド
ラ
ン
作　
三さ

ん

辺べ

律り
つ

子こ

訳

■
４
月
の
上
映
会
の
日

○
八
條
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
５
日
㈰　

午
前
１１
時
～
、

１２
日
㈰
午
後
２
時
～　

▼
一
般
向
け
＝
１９
日
㈰
・
２９
日
㈷　
午
後

２
時
～

○
八
幡
図
書
館

▼
児
童
向
け
＝
１２
日
㈰
・
２６
日
㈰　
午
後

２
時
～

※
上
映
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
休
館
日

八
幡
・
八
條
図
書
館　
毎
週
月
曜
日

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
２９
日
㈷

　
今
月
は
お
休
み
し
ま
す
。
各
市
町
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
コ
ー
ナ
ー

高
齢
者
を
見
守
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

質問
　母が亡くなりました。父は既に亡くなっており、母の子である私
（Ａ男）と私の妹（Ｂ子）の２人が相続人になります。母の相続につ
いては、母の全財産をＢ子に相続させる旨の遺言公正証書がありま
した。母の財産は、甲土地（評価額２，５００万円）と乙土地（評価額
３，５００万円）だけであり、預貯金や借金はありませんでした。なお、
甲土地および乙土地の名義は、既にＢ子に変更されています。この
場合、私は何も取得することができないのでしょうか。
回答
　本件では、被相続人の子であるＡ男さんには遺留分があります。
被相続人の子の場合、法定相続分の２分の１が遺留分となるところ、
Ａ男さんの法定相続分は２分の１であることから、Ａ男さんの遺留分
は４分の１となります。そのため、全財産をＢ子さんに相続させる旨
の遺言はＡ男さんの遺留分を侵害していることになります。
　もっとも、このような場合、Ａ男さんがＢ子さんに対してどのよ
うな請求ができるかは、昨年の民法改正により、被相続人の死亡時
期によって結論が異なることになります。
　この点、令和元年７月１日以降に死亡している場合には、現行民法
の適用を受けるため、Ａ男さんは、遺留分侵害額請求をすることが
できます。遺留分侵害額請求の場合、Ａ男さんは、遺留分侵害額に
相当する金銭の支払を求めることができますので、Ｂ子さんに対し
て、土地の合計評価額６，０００万円の４分の１にあたる１，５００万円の支払
いを請求することになります。
　他方、令和元年７月１日より前に死亡している場合には、改正前民
法の適用を受けるため、Ａ男さんは、遺留分減殺請求をすることが
できます。遺留分減殺請求の場合、Ａ男さんは、甲土地と乙土地に
ついて遺留分に相当する持分を有することになりますので、Ｂ子さ
んに対して、甲土地と乙土地の持分各４分の１の所有権移転登記請求
をすることになります。そのため、改正前民法の下では、Ａ男さん
は、Ｂ子さんが持分の代わりにその価額弁償金を支払う意思を示さ
ない限り、金銭の支払いは受けることができないことになります。
　以上のように、被相続人の死亡時期によって、一次的にどのよう
な請求ができるのか変わってきますので注意が必要です。
物埼玉弁護士会越谷支部☎９６２－１１８８　福山茂志（弁護士）

遺留分制度

っ
て
み
た
い
な

と
な
り
ま
ち
ま
ち

行行

特定健診は4月1日から受診できます
継続的に受診することが重要です！

物国保年金課☎焚２１４

対 象 者 昭和２１年４月１日～昭和５６年３月３１日生まれ
の八潮市国民健康保険被保険者

実施期間 ４月１日～１１月３０日

負 担 金
５００円

※平成３１年度に住民税非課税世帯の方、
　令和２年度に４０歳になる方は無料

受診券等 対象者の方へ、受診券および健診内容などを記載したもの
を個別に発送します。

発送時期
受診券などの発送時期は、次のとおりです。
２月までの国保加入者 → ３月末
３月中の国保加入者　 → ４月末
４月中の国保加入者 　→ ５月末

そ の 他 後期高齢者医療被保険者の方にも、上記と同様に受診券な
どを発送します。

早期受診が
おすすめです

　
市
で
は
地
域
の
方
や
事
業
所
の
協
力
に

よ
り
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
中
で
高
齢
者
を

見
守
る
「
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
の
高
齢
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
次
の
２
つ
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。

①
高
齢
者
の
見
守
り
体
制

　
地
域
を
巡
回
し
て
い
る
事
業
所
や
高
齢

者
が
立
ち
寄
る
商
店
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

気
に
か
か
る
高
齢
者
を
見
か
け
た
場
合
に
、

協
力
事
業
所
が
市
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
し
ま
す
。

②
徘
徊
し
た
高
齢
者
の
早
期
発
見
体
制

　
自
宅
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者

の
情
報
を
市
か
ら
協
力
事
業
所
に
メ
ー
ル

で
送
信
し
、
発
見
の
協
力
依
頼
を
行
い
ま

　
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り
体
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

す
。協

力
事
業
所
の
募
集

　
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
登
録
し
た
事
業
所
に
は
、
ス
テ
ッ
カ

ー
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
店
頭
、
車
、
バ

イ
ク
な
ど
に
貼
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

の
周
知
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
を 

介
護
し
て
い
る
ご
家
族
の
方

　
徘
徊
し
た
高
齢
者
の
早
期
発
見
体
制
に

事
前
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
に

発
見
の
協
力
依
頼
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
登
録
に
つ
い
て
は
、
長
寿
介
護
課
の

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
近
に
次
の
よ
う
な
気
に
な
る
方
が 

い
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
受
け
や
玄
関
な
ど
が
郵
便
物
や
新

聞
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
。

・
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
で
、
最
近

姿
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
。

・
い
つ
も
同
じ
服
、
季
節
に
そ
ぐ
わ
な
い

服
を
着
て
歩
い
て
い
る
。

・
急
激
に
痩や

せ
た
よ
う
に
見
え
る
。

・
ど
な
り
声
や
大
き
な
物
音
が
た
び
た
び

聞
こ
え
る
。

・
家
族
が
介
護
で
と
て
も
疲
れ
て
い
た
り
、

身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
よ
う
だ
。

　令和２年度のごみ収集カレンダーは、市役所および市内各公共施
設の窓口で配布しています。また、市のホームページにも掲載して
います。収集日や地区により種類が分かれていますので、対応する
カレンダーをご確認ください。
※家庭ごみは、収集日の朝８時までにお出しください。

・市役所
・リサイクルプラザ
・水道部
・コミュニティセンター
・資料館
・ゆまにて
・エイトアリーナ
・文化スポーツセンター

・保健センター
・やしお生涯楽習館
・八潮メセナ
・八條図書館
・八幡図書館
・寿楽荘
・駅前出張所

公 共 施 設

ごみ収集カレンダーについて

物環境リサイクル課☎焚２３４

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８

相談窓口
東部地域包括支援センター
やしお苑 ☎９９８－８８９５

西部地域包括支援センター
ケアセンター八潮 ☎９９４－５５６２

南部地域包括支援センター
埼玉回生病院 ☎９９９－７７１７

北部地域包括支援センター
やしお寿苑 ☎９３０－５１２３
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